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出水情報（河川情報）の入手について
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Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

出水期に向けた河川防災情報について
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Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism - 4 -



洪水予報の発表の流れ
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洪水予報や水位到達情報の発表のタイミング
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国管理河川における指定河川洪水予報の予測時間延長
令和３年
6月1日～

国管理河川の（水位）の欄が
６時間先までに拡張されます。
（都道府県管理河川は変更なし）

変更箇所 – PDF形式 –

注意
予測時間が長くなるほど不確実性が高まります。
予測水位の値は今後変わることもあるため、今
後も最新の発表をご確認ください。
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氾濫警戒情報が早い段階から発表されます。

指定河川洪水予報においては、一定時間後に

「氾濫危険水位に到達が見込まれる場合」

「避難判断水位に到達し、さらに水位の上昇が見込まれる場合」

に、氾濫警戒情報（警戒レベル３相当；高齢者等避難）を発表します。
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「川の防災情報」ウェブサイト（https://www.river.go.jp）

「川の防災情報」での予測水位情報の提供

「川の防災情報」ウェブサイトは、今年３月リニューアルし、地図画面のGIS化や地点登録機能などを追加し、情報
提供の充実を進めているところ。
指定河川洪水予報で発表された6時間先の予測水位についても、「川の防災情報」ウェブサイトにおいて水位グラフ
で確認が可能。

イメージ

6時間先までの予測水位
を水位グラフで表示

水位観測所の位置を
地図上に表示

指定河川洪水予報が
発表された河川に着色
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「川の防災情報」ウェブサイトのリニューアル
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水害リスクラインによる水位情報の提供

- 11 -



「防災用語ウェブサイト」の開設について

防災情報を住民などの受け手に分かりやすく伝え、適切な防災行動を促すためには、防災情報について、発信者
（国、自治体）と伝え手（報道機関等）の間での共通認識が重要。
発信者と伝え手で防災情報への認識を共有するため、パソコンやスマートフォン等により、誰でもすぐに防災情報に用
いられる防災用語の意味や伝え方などを検索できる「防災用語ウェブサイト」を開設する。
なお、本ウェブサイトを各地方のマスコミ各社と地方整備局、自治体等で構成する協議会等を通じて、行政機関や
報道関係者等へ紹介。

共通認識

防災情報の発信

防災機関 報道機関等

「防災用語ウェブサイト」

防災情報の伝達

防災情報を受けた、
適切な防災行動（災害時）

・防災情報の意味、伝え方を迅速に確認
（平常時）
・報道機関・・・平時の解説コーナーや緊急時の事前準備に活用
・ネットメディア・・・ 重要な情報が確実に伝わるようなコンテンツの作成
・自治体防災担当・自主防災組織・・・ 災害に備えた研修等に活用

受け手に
分かりやすい
伝達・説明

防災機関（発信者）と報道機関
等（伝え手）の間で防災情報へ
の認識を共有

住民等

令和３年
６月～
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メディアの特性を活かした情報発信の充実

第5回水害・土砂災害に関する防災用語改善検討会 配付資料からの抜粋- 13 -



防災用語ウェブサイトに掲載するコンテンツ

防災用語ウェブサイト

用 語
よみがな

○概要
水害・土砂災害について普段接することのないような方でも、その用語の
意味の概略がわかるような、専門用語をなるべく使用しない簡潔に説明。

○求められる行動
その用語が伝えられるような状況において、今後注意すべき事項や、想定される行動。

○ リアルタイム情報
その用語に関連するリアルタイム情報が閲覧できるウェブページへのリンク

○用語の説明
その用語の意味についての正確な説明。また、情報を伝える際に理解しておくべき事項。説明文中の関連する
用語については、その用語へリンク

○情報を伝える際の留意点
用語を伝える際に誤解を与えないよう留意すべき事項や分かりやすく伝えるための使用方法。

○詳しい解説・参考資料
その用語に関連する解説ページへのリンク

（令和３年○月○日作成／更新）

○画像・動画
メディアで繰り返し説明に使える長さで表現

国・自治体等が発表する、水害・土砂災害に関する情報や報道
発表資料、記者会見、解説資料などで用いる用語を中心に掲載

すぐに現在の状態が調べられるよう
リアルタイム情報のページにリンク

非常時に伝えるべき、求められる行
動を記載

その用語の概要が
直感的にわかりや
すい図、写真、動画、
地図などを掲載。

緊急の呼びかけ方、言い換えの表
現、伝達の際の留意点など

※ページのデザインや記載内容は、今後、変更となる可能性があります。

防災用語ウェブサイト
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防災用語ウェブサイトのイメージ

防災用語ウェブサイト

氾濫危険情報
はんらんきけんじょうほう

○概要
川から、いつ水があふれ出してもおかしくない危険な状況で
あることを伝える情報。

○求められる行動
警戒レベル４相当情報[洪水]。
市町村からの避難情報を確認。洪水浸水想定区域内にいる人は、
河川の水位を確認して自ら避難を判断。

○ リアルタイム情報
「川の防災情報」（洪水予報等の発表状況）

○用語の説明

洪水予報または水位到達情報において、発表される情報の一つであり、水位観測所での観測水位が氾濫危険水位（レベル４水
位）を超過した場合に発表される。

○情報を伝える際の留意点
危険度を明確にするため、 「避難指示の発令の目安」 、「警戒レベル4相当」などを付して伝える。

○詳しい解説・参考資料
洪水予報・水位到達情報について

（令和３年○月○日作成／更新）

※ページのデザインや記載内容は、今後、変更となる可能性があります。- 15 -



防災用語ウェブサイトのイメージ

第5回水害・土砂災害に関する防災用語改善検討会 配付資料からの抜粋- 16 -



「緊急放流」を用いたダムの放流に関する通知等について

緊急時に呼びかける際には、ワンフレーズでその意味が受け手に理解されるよう、関係機関への通知等において「緊
急放流」を使用する。なお、ダム操作の状態に関する表現として「異常洪水時防災操作」は引き続き使用する。
緊急時とは、異常洪水時防災操作に移行する可能性があるとき（実施するときを含む）であり、関係機関への通
知・情報提供をはじめ、関係自治体へのホットライン、報道発表・記者会見などの場面を想定。

緊急放流（異常洪水時防災操作）イメージ ダム放流通知の変更

緊急時の呼びかけ

ダムの能力を超えるような大雨によりダムが満水となり、ダム上流側から
流入する水を調節することなくそのまま下流側に通過させること。
ダムの操作の用語では「異常洪水時防災操作」。

関係自治体へのホットラインイメージ 出水時の記者会見

緊急に変更
（至急→緊急）

緊急放流に変更

令和３年
出水期
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わかりやすい量水標の設置について

千曲川河川事務所では、避難の基準となる水位観測所の他、橋梁など住民の皆様が見やすい場所に避難の目安となる水位が一
目でわかるように工夫した量水標を設置しました。
今回設置した量水標は令和元年東日本台風による洪水を受け、令和２年９月に千曲川の氾濫危険水位及び避難判断水位の
改訂を反映したものとなっており、千曲川河川事務所ホームページライブ映像からも確認することができます。

普段のライブカメラは河川全体を撮していますが、
洪水時において住民避難が必要な場合はズーム
アップして表示します。

- 18 -



千曲川河川事務所公式ツイッターについて

千曲川河川事務所では、ホームページに加え、千曲川・犀川における防災等の情報を広く知っていただくた
め、令和3年1月18日より、twitter(ツイッター)の公式アカウントによる情報発信を行っていきます。
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